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　市では、人口減少や少子高齢化、さらには新型コロナウイルス感染症の影響を受け、近年、民間
バス路線の廃止や JR 赤穂線の減便、市周辺部における空き家や耕作放棄地の増加など、市民の皆
さんの暮らしを支える基盤が弱まってきている状況が明らかになってきました。市民の皆さんがこ
れからも瀬戸内市で豊かに暮らし続けるためには、安心で快適な居住環境が必要です。
　そこで、今年度から、計画的な土地利用と持続可能な社会基盤の整備を目的として、土地利用の
基本方針である「国土利用計画」を市民参画により策定しています。
　ここでは、国土利用計画の概要や計画策定に向けた取り組みの一部を紹介します。
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国土利用計画審議会開催の様子国土利用計画審議会開催の様子
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瀬戸内市の土地利用の現況瀬戸内市の土地利用の現況
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市民参画の取り組みの一部を紹介します市民参画の取り組みの一部を紹介します
6 月 12 日 ( 日 ) 開催  市民まちづくりフォーラム6 月 12 日 ( 日 ) 開催  市民まちづくりフォーラム
基調講演基調講演 「まちのグランドデザインづくりのヒント」「まちのグランドデザインづくりのヒント」

講師：馬場  正尊 氏 ( 株式会社 OpenA 代表取締役、建築家、東北芸術工科大学教授）講師：馬場  正尊 氏 ( 株式会社 OpenA 代表取締役、建築家、東北芸術工科大学教授）

ヒント① 理想の風景から逆算して考えるヒント① 理想の風景から逆算して考える ヒント② まちなかや郊外で理想の風景を描くにはヒント② まちなかや郊外で理想の風景を描くには

パネルディスカッションパネルディスカッション 「瀬戸内市のグランドデザインを考える」「瀬戸内市のグランドデザインを考える」

沖  陽子 氏沖  陽子 氏
（岡山県立大学理事長・学長）（岡山県立大学理事長・学長）

氏原  岳人 氏氏原  岳人 氏
（岡山大学学術研究院環境生命科学学域・准教授）（岡山大学学術研究院環境生命科学学域・准教授）

　　

 フォーラムで寄せらせた市民の皆さんからの意見 フォーラムで寄せらせた市民の皆さんからの意見

弥田  俊男 氏弥田  俊男 氏
（岡山理科大学工学部建築学科・准教授）（岡山理科大学工学部建築学科・准教授）
　　

瀬戸内市らしさ・イメージ瀬戸内市らしさ・イメージ 守りたいこと、風景守りたいこと、風景 変えていくべきこと、風景変えていくべきこと、風景

市の均衡ある発展に向けて市の均衡ある発展に向けて

「瀬戸内市国土利用計画」 を策定します「瀬戸内市国土利用計画」 を策定します

☎０８６９ - ２ ２ - １０３１
問問 企画振興課企画振興課

フォーラムの動画は、市公フォーラムの動画は、市公
式 YouTube チャンネルで式 YouTube チャンネルで
見ることができます。見ることができます。

市ホーム市ホーム
ページはページは
こちらこちらタウンミーティング開催の様子タウンミーティング開催の様子

・市のグランドデザインを考えるにあたって、ま・市のグランドデザインを考えるにあたって、ま
　ず20～50年後の理想の風景、次世代にどんな　ず20～50年後の理想の風景、次世代にどんな
　風景の中で暮らして欲しいかなどをイメージし　風景の中で暮らして欲しいかなどをイメージし
　そこから逆算して、どんな場所や計画が必要か　そこから逆算して、どんな場所や計画が必要か
　を考えることが大事。　を考えることが大事。
・「瀬戸内市らしさ」、未来に向けて「守るべき
　こと、風景」、あるいは「変えるべきこと、風
　景」は何なのかを考えてはどうか。

・公共空間は、市民の拠所となるようにすることが大切。
　�公園では、皆がやりたいことを実現するための空間を

設計することで公園がまちのリビングルームのように
使われる。

・古い建物を活用する場合でも、残したい風景を想像す
　ることが大事。
・これからの郊外は目的を持って暮らすライフスタイル
　を描くことが重要。

・地元の人から地元愛が薄れる言葉
　が出てしまう状況
・空き家や耕作放棄地が広がる風景
・小学生が大型トラックの横を通学
　している風景

・理想のまちは、都市計画制度の組み合わせによ  
　り実現することができるが、手法は沢山ある。
　まずは、市民の皆さんがどのような目標を設定
　するかが重要である。グランドデザインを描き
　それに合わせた都市計画制度を当てはめていく
　べき。

・牛窓、邑久、長船の３つのエリアの個性をもっと際立
　たせながら、それらを融合していくことで、瀬戸内市
　らしさが作り出せると思う。

・まちと自然のバランスが良い
・穏やかな海と共にある暮らし
・田園風景、虫明のカキいかだ、オリーブ園
・�田舎の風景を残しつつ商業施設も

充実したまち

・田舎過ぎず、都会過ぎない状態
・�千町平野、古い街並み、広い平野、

青い海などの豊かな自然
・�子ども達、高齢者の笑顔があふれる風景
・歴史が感じられる風景    

・景観10年、風景100年、風土1000年。風土は、
　自然環境だけでなく、社会や文化が全てつなが
　って醸し出される。風土を壊さずに未来につな
　ぐため、瀬戸内市の自然資本をプラスイメージ
　として活用することが大切。
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瀬戸内市役所瀬戸内市役所

瀬戸内市役所長船支所瀬戸内市役所長船支所
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瀬戸内市役所裳掛出張所瀬戸内市役所裳掛出張所




